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元気な高齢期を目指して 

現役世代から始める健康づくり 

 

秋の訪れとともに迎える「敬老の日」は、社会に尽くして

きた高齢者を敬愛し、長寿を祝う国民の祝日です。近年は、

退職後も就労する高齢者の割合が増すなど、祝日が制定され

た１９６６年当時よりも元気な高齢の方が増えています。平均寿命は１９６６年当時に比べ男女ともに１

３歳ほど延びて、２０２５年には男性８１．３５歳、女性８７．３３歳となりました。 

私たち現役世代が高齢になったときにも、自分の足で歩き、自分の力でおいしく食事ができる機能を維

持し、就労や地域活動などで社会とつながりながら暮らしたいものです。 

このように、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間を「健康寿命」といいます。

２０２２年の健康寿命は、男性が７２．５７歳、女性が７５．４５歳とされました。年を重ねると、どう

しても通院や服薬が増えるとともに、入院期間も長引く傾向があります。国民医療費の６割を高齢者医療

費が占め、高齢者医療を支える現役世代の負担が増している中、元気な高齢者を増やし、平均寿命と健康

寿命との差を縮小する取り組みが重要となります。 

高齢になったときにも健康であるために、現役世代の今からできることがあります。その１つが、健保

組合が実施する特定健診・特定保健指導を受診することで、生活習慣病の早期発見と重症化予防につなが

ります。また、健保組合では、女性の健康支援や歩く・立つといった機能を維持するロコモティブシンド

ローム予防などの健康づくりも進めています。被保険者が定年を迎えたとき、健康な状態で地域社会に移

行できるようにすることも健保組合の大事な役割です。 

現役世代からの健康づくりは、高齢期における疾患の予防や医療費の抑制につながります。将来にわた

り医療保険制度を維持していくためには、私たち１人ひとりが自分自身の健康に向き合うことがとても大

切です。敬老の日に、未来の元気な姿を思い描いてみませんか。 
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● 被扶養者認定状況の定期確認（検認）について 

 

  被扶養者認定状況の定期確認（検認）については、健康保険法施行規則第 50 条の規定により、平

成１６年度から毎年実施しているところです。令和８年度は、令和８年９月１５日に依頼文書等と「健

康保険被扶養者確認調書」を送付しますので、令和８年１０月１５日（木）までに提出いただくよう

お願いします。 

検認は、保険診療を適正に受けていただくための重要な事業であり、「健康保険被扶養者認定取扱

要領」（※1）により取り扱うこととしますので、事業主・被保険者・被扶養者の皆様のご理解とご協

力をお願いいたします。 

※1 （「健康保険被扶養者認定取扱要領」は、当組合ホームページトップメニューから「家族が加

入・脱退するとき」を選んでいただき、添付書類の中に掲載しています。） 

 

  確認調書の提出についての留意事項は次のとおりです。 

  〇 被扶養者定期検認に関する確認書（令和８年度検認用）を新たな様式として作成しました。 

    対象となる被扶養者の人数分の用紙を送付しますが、不足が生じた場合は恐れ入りますが増刷

してください。 

    15 歳以上（中学生を除く）被扶養者一人につき 1枚を作成し添付してください。 

 

〇 マイナンバー制度による情報連携を活用し、被扶養者の方の令和７年中の収入額を健康保険組

合で確認します。 

    被扶養者の認定基準（収入）は 60 歳未満が年間 130 万円未満（配偶者を除く 19 歳以上 23 歳

未満の基準額は 150万円未満）、60 歳以上が年間 180 万円未満となっていますので、*対象とな

る収入範囲と収入額を確認いただき、令和７年中の収入額が認定基準（収入）を超えている場

合は、被扶養者の不該当手続きをしてください。この場合の被扶養者不該当年月日は令和８年

１月１日となります。 

     *対象となる収入範囲は、１給与、２自営業等、３不動産、４公的年金、５雇用保険給付金、

６健康保険給付金、７投資、８利子、９個人年金、１０養育費等その他の収入です。 

        なお、収入があり、認定基準の範囲内である方は、これまで通り収入額が確認できる書類を添

付してください。 

 

〇 労働契約内容で１年間の収入額を見込むことができ、被扶養者として認められる基準額を下回

る場合は、労働条件通知書などの写しを添付いただくことで、要件審査をすることが可能にな

ります。 

   ただし、労働契約が１年間未満であったり、勤務日数や労働時間が不明確な「シフト制」や勤

務時間は「●時間～●時間」「●時間以内」、交通費は「１日●●●円まで」などの契約内容で

は年間収入が見込めませんので、給与明細を添付いただきます。 

 

〇 学生証のコピーは、有効期限にご注意いただき、有効期限が裏面に記載されている場合は「表」

「裏」の両面をコピーしていただくようお願いします。 

 

〇 給与明細が紙で発行されず、メールやウェブで確認（通知）する場合が増えてきています。 

    印刷して添付いただく場合に氏名、支給月、総支給額が印刷されるよう注意してください。 

 

  〇 障害年金、遺族年金については非課税ですが、収入となりますので、老齢年金と同様に金額の

わかるもの（年金額改定通知書や年金支払通知書のコピー）を添付してください。 

 

  〇 年金生活者支援給付金を受けておられる場合は、他の年金と同様に金額のわかるものを添付し

てください。 

 

 



〇 パート・アルバイト等の収入がある方で、①勤め始めたばかりで給与支払いの実績が少ない方、

②給与支払明細が用意できない方は、勤務先の事業主様に「年間給与（支払い・見込み）証明

書」を作成いただき提出をお願いします。 

 

  〇 「健康保険被扶養者確認調書」に中学生以下の方は印字されておりません。また、被扶養者が

中学生以下の方のみの場合は「健康保険被扶養者確認調書」が作成されていませんのでご承知

おきください。 

 

〇 人手不足などにより一時的に収入の変動があった場合は、引き続き被扶養者として認められま

す。ただし、一時的に変動した場合で、２回まで認められますので、２年連続して特例措置に

該当した場合に３年目は認められません。 

  具体的な取り扱いや事業主証明の様式はホームページの「けんぽからのお知らせ」をご覧くだ

さい。 

 

〇 「被扶養者現況届」「年間給与（支払い・見込み）証明書」の用紙については、１部お送りし

ますので、必要分をコピーしていただくようお願いします。 
  「被扶養者定期検認に関する確認書（令和８年度検認用）」の用紙については、１５歳以上の

被扶養者人数分をお送りします。なお、裏面に「父母の収入状況確認表」を印刷しております

ので、父母が被扶養者の場合は合わせて記入してください。 
また、今年度の検認に必要な添付書類などの用紙は、当組合ホームページの「けんぽからのお

知らせ」に掲示していますので、ダウンロードしてください。 
 

 

● 令和８年度「インフルエンザ予防接種補助」・ 

「新型コロナワクチン接種補助」について 

 

  今年度も次のとおり実施しますので、被保険者及び被扶養者の皆様への周知について、特段のご

配意をいただきますよう、よろしくお願いします。  

 

１ 補助対象者  ⑴ 被保険者請求分 

            費用を負担した被保険者・被扶養者 

          ⑵ 事業主請求分 

            費用を負担した事業主（被保険者分・被扶養者分） 

２ 補助金  接種を受けた者１人につき 

          １回接種を受けた場合  2,000 円以内の実費 

          ２回接種を受けた場合  4,000 円以内の実費 

３ 実施機関  事業主・被保険者・被扶養者が希望する医療機関 

４ 請求方法  事業主様を経由して、「インフルエンザ予防接種補助金請求書」「新型コロナワク

チン接種補助金請求書」に必要な書類を添付し、令和９年２月２６日（金）まで

に兵庫県建築健康保険組合に提出してください。 

※ 「インフルエンザ予防接種補助金請求書」「新型コロナワクチン接種補助金請求書」は、

当健康保険組合のホームページのトップページメニューバー「申請書ダウンロード」のペー

ジに「保健事業に関する書式」に掲載していますので、ダウンロードしてご使用願います。 

※ 請求には領収書の添付が必要です。請求書に記載の「領収書必須項目」を参照してくださ

い。なお、請求書には、「（接種を受けた者が支払った場合）と（事業主が支払った場合）」

の２種類がありますので、ご留意願います。 

５ 振込み  補助金は、事務費の軽減等を図るため、事業所の所定の口座に振込みをさせていた

だきますので、ご理解とご協力をお願いします。 



 

第１３６回決算組合会の結果について（ご報告） 

 

１．令和７年度収入支出決算の概要 

  令和７年度の決算は、経常収支が４年連続で黒字となりました。 

  決算後の残金は３億４，１９６万２千円であり、経常収支（国や健保連からの補助金を除き保険料収入の

みでの収支）では２億８，３８５万８千円の黒字となりました。 

  収入額は、前年度と比較して平均の報酬額が２．３％増、年間の賞与額が６．８５％増となったことで、

保険料収入額が６千８９５万円の増加となりました。 

  支出面では、前年度と比較して医療費支出（保険給付費）が８．９５％、１億１，１４０万８千円増と大

幅に増加した一方、高齢者医療制度への拠出金（前期納付金、後期支援金）が１２．８６％、１億２００万

１千円減であり、支出合計が前年並みのところ、収入の増加が上回り黒字になりました。 

 



２．第１３６回組合会の議事について 

 

１ 日 時   令和８年７月２７日（月） 

 

２ 場 所   兵庫建設会館 ２０１～２０３号室 

 

  ３ 出席議員  ２８名（議員定数２８名）（委任状による出席８名） 

 

  ４ 議 題   

   ⑴ 議案等について 

    ① 令和７度収入支出決算（案）について            （第１号議案） 

    ② 令和７年度事業報告（案）について             （第２号議案） 

    ③ 令和７年度収入支出決算残金処分（案）について       （第３号議案） 

④ １０年間の収入支出の推移について             （報告第１号） 

    ⑤ 令和７年度監査報告について                 (報告第２号） 

⑥ 理事長専決事項について                  （報告第３号） 

⑦ 第２１７回財政対策委員会・ 

第２８回健康管理事業推進委員会の開催結果について     （報告第４号） 

                        

 ５ 結 果 

⑴ 谷理事長は開会にあたり次のとおり挨拶を述べられました。 

    先日、県政において公債費比率の悪化により早期健全化団体になる可能性があり、来年度以降に公

共工事を少なくとも１０％削減するとのショッキングな報道がありました。 

７月１３日に行われた「持続可能な財政運営検討会」の中で、知事は「8 月を目指して公債費負担

適正化計画を策定するとともに、歳入歳出改革を着実に進めていく」と発言されています。 

また、その適正化計画の素案では、第１段階である令和８年度は「投資事業規模を現行から最低

10％抑制しながら公債費を適切に管理する」とされており、第２段階の令和９年度においては「歳入・

歳出全般にわたる改革を検討」となっています。 

公共工事に特化、注目した報道とは異なっていますが、厳しい影響が懸念されますので、今後の動

向に注意していく必要があります。 

さて、令和７年度収入支出決算については、想定を超えて大幅な黒字決算になり、一定額の積立金

を保有することができました。 

今後の見通しはけっして楽観できませんが、しばらくは協会けんぽを下回る保険料率設定で運営で

きるものと考えています。 

 

⑵ 第２号議案「令和７年度事業報告（案）について」および「１０年間の収入支出の推移について」

事務局は次のとおり説明しました。 

被保険者の健診実施率が９６．３％であり、ほぼ全員が定期健診を受けていると思われますが、健

診結果が一部未提出になっています。引き続き健診結果の提供に協力をお願いします。 

人間ドック補助金については、協会けんぽが補助額の引き上げを行ったことにより当健保組合の補

助額と乖離があります。財政の推移を見ながら増額を検討していきます。 

がん検診については検査項目のべで２，６４７件であり、昨年比較で増加していますが、未受診者

の方が圧倒的に多い状況です。 

収入支出の推移については、令和３年度まで経常収支が赤字でしたが、令和４年度以降黒字に転換

しています。収入増の要因は賃金上昇に伴う保険料収入の増加です。 

一方支出については、一人当たり医療費の伸びは約３．４％ですが、加入者数が減少していること

から総額医療費は緩やかな伸び幅になっています。また、高齢者医療への拠出金が減少しています。 

黒字の要因は収入増と前期高齢者納付金の減少ですが、今後は後期高齢者拠出金の急増が見込まれ

ていることから予断を許しません。 

 

⑶ 議案はすべて承認されました。 

以上 



● チーム対抗ウォークラリーを開催します 

   ～ アプリの登録で５００円分の Amazon ギフト券がもらえる ～   

 

健康を維持するために歩くことは効果的だといわれています。 

ウォークラリーに参加し期間内に平均歩数8,000歩以上を達成されたすべての方に1,000円分のク

オカードを差し上げます。（チラシに書かれている、抽選で当たる Amazon ギフトカードとは別に、達

成者全員に差し上げます） 

 

参加の際にはグッピーヘルスケアアプリをダウンロードして、参加登録が必要です。 

 ※ 初めてアプリを登録された方（先着 1,000 名）には 500 円分の Amazon ギフト券がプレゼン

トされます。 

被扶養者の皆様もご参加いただけます。被保険者の勤務先のチームコードで登録してください。 

   ※ グッピーヘルスケアアプリのダウンロード方法やウォークラリーへの参加登録、チームコー

ドはホームページのお知らせに掲載していますので、ご確認ください。 



● ホームページの新着情報 

 
  当健康保険組合のホームページの新着情報をご案内します。 
 

○ 「がん検診」の案内バナーの設

置 

 

  国民の 2人に 1人が”がん”に

なり、4 人に 1 人が”がん”で亡

くなると言われています。 

  早期に発見するためには定期的

な検診が必要です。 

  また、市区町村の制度を利用す

ると少ない自己負担で「がん検診」

が受けられますので、こちらから

お住いの市区町村の検診内容を確

認してください。 

  なお、４０歳以上の被保険者の皆さまには、スマートフォンでお住いの市区町村のがん検診案内

が閲覧できるよう、ＱＲコードを印刷したハガキを８月２５日にお送りしています。 

 

○ 「掲示板」の掲載 

 

令和 8年 8月 17 日 

2026.8.17 №271 被扶養者定期確認の事前お知らせ・マイナンバーカードの有効期限に

ついて・特定保健指導・ジェネリック促進案内・市町村が行うがん検

診・健診前チャレンジ・健康コラム「結核」 

  

〇 けんぽからのお知らせ 

 

2026 年 08 月 20 日 「健診前チャレンジ」のご案内 2026 年 8 月 17 日 №271 掲示板の記載内

容に誤りがありました。 

 

● 事業状況 

令和８年８月分 令和７年８月分 前年同月比

（Ａ） （Ｂ） （Ａ）÷（Ｂ）

163 165 98.79%

    男 3,155 3,192 98.84%

    女 784 782 100.26%

　計 ① 3,939 3,974 99.12%

男 436,428 421,658 103.50%

女 281,337 270,954 103.83%

計 405,559 392,003 103.46%

2,426,461 2,382,156 101.86%

616,009 599,435 102.76%

2,859 2,980 95.94%

0.73 0.75 96.79%

区　　　　　分

事業所数（件）

被保険者数（人）

平均標準報酬月額（円）

標準賞与額総計（累計・千円）

被保険者１人当たり標準賞与額（累計・円）

被扶養者数（人）　　　　　　　　　　②

扶養率（人）　　　　　　　　　　②÷①
 



 


